
のクラスプ維持力調整法
エム・エス・クリエイトのノンクラスプ・デンチャー「フレキシブルデンチャー」は、床に熱可塑性樹脂を使用しており、
パーシャルデンチャーの宿命である維持力の経年的な緩みも、下記の方法で院内での調整が可能です。

市販のヒートガンを用意します。
（ホームセンターなどで購入できます。）

HEAT GUN

1．

調整したい義歯のクラスプ部を熱します。（���℃以下）
※熱しすぎると義歯が溶けますので十分注意してください。
（特に古く樹脂が劣化している場合は溶けやすいです。）
※厚みによって熱する時間は異なります。

2．
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300℃以下

クラスプの根元を両サイドからつまんで締めます。
※鉤歯が �歯ある場合も、義歯側の歯の根元をつまむよう注意します。

3．

クラスプの形状が相応しい形状に調整されたら、義歯を水に浸漬して冷却し
ます。（十分冷却された時点で形状が安定します）
※凍った保冷剤を使用し、内部の熱が無くなるまで十分に冷やしてください。

4．

※ご連絡いただければ練習用のフレキシブルデンチャーをお送りいたします。一度練習してから実施されることをお勧めいたします。
※義歯を装着していない状態の模型を用意し、締め具合を確認しながら実施することをお勧めいたします。
※クラスプを締めすぎた場合、再度熱するとある程度開きます。
※上記は弊社製作の「フレキシブルデンチャー」の調整法です。
　それ以外のノンクラスプデンチャーの場合は、製作技工所へお問合せください。
※ヒートガン使用時は、火傷等にご注意ください。

〒232-0008　神奈川県横浜市南区庚台32-6
TEL/FAX︓050-1340-4621

有限会社
弊社WEBサイト

エムエスクリエイト 検索

月~金（土日・祝 休）
9：00～18：30

����_��

義歯の適合を確認し、再度調整が必要であれば上記工程を繰り返します。

５．

距離と時間の目安
ヒートガンの吹き出し口から約 �㎝
●調整部厚み �.�mmで �� 秒熱すると柔らかくなります。
●調整部厚み �.�mmで �� 秒×�回熱すると柔らかくなります。（��秒続けると熱しすぎる可能性があります）
※あくまでも弊社所有のヒートガンでの目安です。熱しすぎに十分注意してください。


